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早川福祉会館

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．６２

大

阪

府
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害
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え

る
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全

国

重
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心

身

障

害

児

（

者

）

を

守

る

会

大

阪

支

部

ＯＴＫ

支
え
る

15回

会 場 早川福祉会館４Ｆ（ホール）
■〒546-0033 大阪市東住吉区南田辺1-9-28

■最寄り駅

・地下鉄谷町線駒川中野下車、西へ徒歩10分

・地下鉄御堂筋線西田辺下車、

東へ徒歩15分（市バスへ乗り継ぎできます）

・JR阪和線南田辺下車、南東へ徒歩15分

・市バス東住吉区役所前下車すぐ

日 程 １０：００～ 受 付

１０：３０～１２：００ 総 会

１２：３０～１４：００ 交 流 会

交流会 ～意見交換会～ 無料

＊交流会の申込みは事務局宛に

郵送又はＦＡＸでお願いします。

＊会員の方には別紙にて御案内申し上げます。

―１―

平成20年5月17日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ増刊通巻第3809号 昭和51年9月7日 第3種郵便物認可

さ
る
三
月
二
十
三
日
（
日
）
「
重
症
心
身
障
害
児
施
設

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」
の
テ
ー
マ
で
「
支
え
る
会
」

重
心
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
発
達
総
合
療

育
セ
ン
タ
ー
・
重
症
心
身
障
害
児
施
設
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
施

設
長
の
児
玉
和
夫
氏
を
お
迎
え
し
、
重
症
児
施
設
が
、
自

立
支
援
法
・
児
童
福
祉
法
の
見
直
し
で
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
、
医
療
法
の
改
正
・
診
療
報
酬
の
改
定
で
ど
の
様

な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
お
話
頂
き
ま
し
た
。

内

容

重
症
心
身
障
害
児
施
設
と
は

児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
た
児
童
福
祉
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
医
療
法
に
規
定
さ
れ
た
病
院
で
あ
り
両
方
の
基
準

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
児
童
福
祉
法
の
規
定
と
し
て
、

18
歳
を
越
え
て
も
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
児
・

者
一
貫
制
）
。

か
つ
て
は
施
設
入
所
が
重
症
心
身
障
害
児
対
策
の
基
本
だ
っ

た
が
、
実
際
に
は
在
宅
の
比
率
が
高
く
、
在
宅
療
育
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

自
立
支
援
法
に
よ
る
施
設
・
事
業
体
系
の
見
直
し

今
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
重
症
児
施

設
で
あ
る
が
、
も
し
療
養
介
護
に
移
行
す
る
時
、
重
症
心

身
障
害
児
者
療
育
の
基
盤
が
崩
れ
る
？

①

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は

療
養
介
護
施
設
の
対
象
は
重
症
心
身
障
害
も
者
の
み

で
あ
り
、
神
経
難
病
等
成
人
の
医
療
施
設
に
含
ま
れ

て
し
ま
う
。

②

児
童
福
祉
法
の
改
正
も
討
議
さ
れ
て
い
る
。

重
症
心
身
障
害
児
に
つ
い
て
18
歳
以
上
も
児
童
福
祉

法
の
対
象
と
す
る
「
児
・
者
一
貫
制
」
は
維
持
さ
れ

る
の
か
？

超
重
症
児
（
者
）
・
準
超
重
症
児
（
者
）
問
題

近
年
、
重
症
児
施
設
の
成
り
立
ち
当
初
に
は
想
定
さ
れ

な
か
っ
た
超
重
症
児
・
者
が
増
え
、
現
在
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
後
方
支
援
策
が
国
レ
ベ
ル
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

重
症
心
身
障
害
児
施
設
は
今
ま
で
多
く
の
超
（
準
超
）

重
症
児
（
者
）
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に

受
け
入
れ
機
関
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
・
・
・

医
療
型
重
症
心
身
障
害
児
施
設
が
崩
壊
の
危
機
に
立
た
さ

れ
て
い
る

特
殊
疾
患
療
養
病
棟
な
ど
が
存
続
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
大
型
施
設
や
、
医
療
看
護
度
が
高
く
な
い
施
設

は
比
較
的
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
が
、
医
療
看
護
度

が
高
く
、
10
対
１
看
護
配
置
以
上
で
な
い
と
運
営
が
困
難

な
施
設
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
も
同
様
に
、
医
療
看
護
度
の
高
い

場
合
赤
字
と
な
る
。

―２―

高
津
誠
和
会
助
成
事
業

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

重
心
セ
ミ
ナ
ー
開
催

重症心身障害児施設
フェニックス
施設長 児玉和夫氏
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重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
あ
り
方

重
症
心
身
障
害
児
施
設
が
も
っ
と
も
重
い
障
害
児
（
者
）

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
そ
の
た
め
に
最
も
制

度
上
優
遇
さ
れ
た
医
療
福
祉
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
受
け
入
れ
対
象
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。

初
期
に
は
肢
体
不
自
由
と
知
的
障
害
が
重
度
で
重
複
し

て
い
る
児
（
者
）
で
か
な
り
の
周
辺
児
（
者
）
を
含
む
。

そ
の
後
、

・
医
療
面
も
か
な
り
の
課
題
を
持
つ
ケ
ー
ス
を
対
象

に
す
る
施
設
：
医
療
型
重
症
心
身
障
害
児
施
設

・
生
活
面
で
多
く
の
援
助
が
必
要
な
ケ
ー
ス
を
対
象

に
す
る
施
設
：
福
祉
型
重
症
心
身
障
害
児
施
設

・
強
度
行
動
障
害
を
持
つ
ケ
ー
ス
が
対
象
に
な
っ
て

い
く
施
設

に
施
設
が
分
化
し
て
い
く
か
、
処
遇
が
変
わ
っ
て
行
っ
て

も
よ
い
の
で
は

同
時
に
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
の
は

実
際
に
医
療
と
看
護
が
充
実
し
た
、
し
か
も
生
活
が
あ

る
施
設
を
待
っ
て
い
る
児
（
者
）
が
病
院
に
も
、
在
宅
に

も
ま
だ
ま
だ
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
重
症
心
身
障
害
児
施
設
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
う
し
た
方
々
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
し
っ
か
り

し
た
病
院
で
あ
り
生
活
施
設
で
あ
る
、
と
い
う
施
設
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
そ
れ
を
核
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
生
活
介
護

施
設
な
ど
が
と
り
ま
い
て
い
る
取
り
組
み
を
望
み
た
い
。

人
材
も
、
本
当
に
有
意
義
な
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

こ
そ
集
ま
る
筈
と
信
じ
た
い
。
楽
を
し
て
運
営
だ
け
は
成

り
立
つ
施
設
に
は
医
師
も
看
護
ス
タ
ッ
フ
も
残
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

必
要
な
資
金
も
そ
う
し
た
施
設
に
し
っ
か
り
ま
わ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

少
な
く
と
も
こ
れ
か
ら
は

重
症
児
施
設
を
作
る
と
い
う
こ
と
は

「
病
院
を
一
つ
つ
く
り
、
更
に
療
育
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
あ
る
」
。
と
い
う
こ
と
を
銘
記
し
て
ほ
し
い
。

も
し
、
そ
れ
ほ
ど
の
医
療
や
看
護
は
必
要
と
し
て
い
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
私
見
と
し
て
は
生
活
介
護
施
設
に

あ
る
程
度
の
医
療
や
看
護
を
付
与
す
る
方
が
理
に
か
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

大
事
な
の
は

重
症
心
身
障
害
児
施
設
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
施
設
に
残
っ
て
ほ
し

い
の
か
、
だ
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
施
設
を
作
る
為
に
行
政
も
努
力
し
て
ほ
し
い
。

と
結
ば
れ
ま
し
た
。
既
存
の
重
症
児
施
設
の
関
係
者
に
と
っ

て
も
、
ま
た
こ
れ
か
ら
重
症
児
施
設
を
望
む
方
た
ち
に
と
っ

て
も
、
大
き
な
示
唆
に
富
ん
だ
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症

心身障害児(者)を守る会の大阪支部)への入会に

ついてご案内いたします。
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堺市において 「いのちきらきら愛のパネル展」－重症心身障害児者のねがい－ 開催

堺市には多くの重症心身障害児者がいます。特に近年は、これまで在宅

生活など考えられなかった重い医療ケアを必要とする方が在宅生活をする

ようになりました。しかし、学校卒業後は安心して行けるところは少なく、

介護の重い負担が家族を圧迫しています。医療を必要とするため、従来の

福祉的支援施策ではフォローできないのです。

そんな中、堺市では、健康福祉プラザ構想の中に医療機関である重症心

身障害児（者）施設が建設されることとな

りました。しかし、昨今の医師・看護師不

足の状況から超重症児者・準超重症児者に対応できる施設にするには

重症児医療に対する強い思いが必要になっています。

この度出来る施設には、医療機関としての福祉施設を一番必要とし

ている人が、安心して利用できるものとなってほしいと願っています。

そのために、ひっそりと暮らしている存在を社会に知っていただき

たいと多くの方がパネル展に参加しました。（４ページ関連記事）

御支援のお願い

住み慣れた地域で暮らしたい！

そうした想いを実現するために、小さなグループの単位で生活

出来る生活ホーム（ケアホーム）の設置に取り組んでいます。

何卒、重度障害者の生活ホームの建設に御理解を賜り御支援、

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

建設資金に御協力をお願いします。

生活ホーム建設協力金： 1口 ５，０００円

（何口でもかまいません）

＊郵便振替 ００９２０－５－１２２０４６

重度障害者の生活ホームをつくる会

＊銀行口座 三井住友銀行 西田辺支店

（普通）口座番号６８９９８３１

重度障害者の生活ホームをつくる会

会長 薗田隆二

大阪市阿倍野区阪南町2－23－11みどり教室内

重度障害者の生活ホームをつくる会

TEL 06－6622－3759 FAX 06－6622－3769

E-mail：midori＠sasaeru.or.jp

―５―

生活ホーム建設支援バザー

・３月 ９日
終わりました。地域の方と交流が出来ました。

・３月２５日
終わりました。寄附された紳士服をチャリティ
販売し多くの収益がありました。

・５月２４日
帝塚山音楽祭バザー

・６月 ８日
大阪発達総合療育センターバザー

・６月１４，１５日
会員有志協力でチャリティ販売会を開催しま
す。

御支援、御協力いただける方を募っています。
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大阪府重症心身障害児者を支える会

障害児者サポートのための研修会

「自閉症の理解と支援」開催

さる４月２４日 大阪自閉症支援センターから新澤伸子氏をお

迎えし研修会を開催しました。

受講者から「ご本人に無理をさせていたかなと感じた」或いは

「今後もっともっと自閉の方について理解を深めていきたい」とい

う声が聞けました。

弘済学園元園長 飯田雅子先生は、厚生労働科学研究飯田班「強度行動障害を

中核とする支援困難な人たちへの支援に関する研究」の主任研究者として、行動

障害への支援の普及に取り組んでこられました。その中でも、支援実践を集積し

たデータベースの作成が最も貢献度が高いと判断され、事例について人権という

視点から匿名性に配慮し、強度行動障害支援手法の全国的な標準化・共通理解へ

のステップとなるかの検討を十分に重ねてこられました。

その集積として、２００５（平成１７）年度に、「強度行動障害ホームページ

－強度行動障害を持つ人への支援の手がかり事例集－」を作成し、一般に公開さ

れています。 （平成２０年３月４日「弘済学園」大永氏 講演レジュメより）

強度行動障害ホームページ．．．．

－強度行動障害を持つ人への支援の手がかり事例集－

http://www.iidahan.jp/index.html

〒５４５－００２１ 大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８
育徳コミュニティーセンター内

ＴＥＬ：０６－６６２４－２５６５ ＦＡＸ：０６－６６２４－２５６１

重症児者を支える会居宅介護事業所
事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 重度訪問介護
受付時間：９時～１８時

〒５９８－０００２ 大阪府泉佐野市中庄１５２２－１
ＴＥＬ：０７２４－６３－２２９７ ＦＡＸ：０７２４－６３－２４５４

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 重度訪問介護
受付時間：９時～１８時

支える会泉佐野居宅介護事業所

熱意のある方、車の運転ができる方、土日を中心に活動

できる方、歓迎します！

※登録については履歴書と資格証明書が必要です。

―６―
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― インフォーメーション ―

「全国重症心身障害児（者）を守る会」の関係団体や重症児者に関わる方々から以下の

冊子・ＤＶＤが事務局に届いています。ご覧になりたい方はご一報下さい。

■「重症心身障害児（者）における家族・地域支援システム構築に関する調査研究」

（利用契約制度導入後の成年後見人の選任状況やその意識、取り組み状況等について

の調査研究）

■「医療的ケアを必要とする障害者と家族への支援策に関する調査研究」

（医療的ケアを必要とする在宅の障害者と家族の生活実態、そのニーズと自立支援法

下で受けられる支援の現状と問題点など）

■「重症児（者）に支えられて」（DVD）

（基調講演…全国重症心身障害児（者）を守る会 会長・北浦雅子）

■「重症心身障害児（者）兄弟姉妹支援等 事業報告書」

（きょうだいの作文発表などの「きょうだいシンポジュウム」や「療育相談会」「公

開・体験講座」など）

■「強度行動障害を中核とする支援困難な人たちへの支援に関する研究」

（支援要件の検討、医療的研究、支援の比較検討システム開発、支援調査、特別支援

事業の第三者評価システムの検討など）

■「創生」

（奈良県支部設立１０周年記念誌）

■「この子と歩んだ道 ～家族の思い～」

（小樽市銭函「小さな村」４０周年記念誌）

■「第四回バリアフリーコンサート ゴスペル☆クリスマス」（DVD）

（こどものきもち舎）

―７―
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楽しかった！！

万 博 花 見
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「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

平成２０年度近畿ブロック勉強会ご案内

日 時： 平成２０年７月１２日（土） １３：００～１６：３０

場 所： コミュニティ嵯峨野

京都市右京区嵯峨天龍寺広道町３－４

ＴＥＬ：０７５－８７１－９７１１

講 師： 山 崎 國 治 氏

テーマ： 「自立支援法及び児童福祉法見直しの動向と課題」

申込み・問い合わせ先：

支える会事務局

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

既に納入がお済みの方にはあしからず

お許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞

００９３０－９－６９５９８
大阪府重症心身障害児・者を支える会


